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優先交渉椛者の決定について

平成29年3月31日から公型プロポーザル方式による事業者公を実施したと二ろ、1グルー

プからの事業提案書の提出があり、学識経験者等で構成する(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運

営事業受注者選定審査会において提案内容の審査を行い、同審査会からの報告を踏まえ、九電

エグループを優先交渉権者として決定した。

■先交渉権者九電エグループ

(代表企業:株式会社九電工長崎支店成企業:14社(うち市内企業7社))

■提案価格 14,699,556,000円(予定価格:147億円)

(施設整備業務費、開業準業務費、消費税及ぴ地方消費税)

■審査結果

配点

提案評価点(400点)

価格点(300点)

総合評価点σ00点)

1 審査会の概要

(1)審査会の委員構成

氏名

会長 谷口博文

委員 江口直明

加藤、邦彦委員

里隆光委員

委員 下地芳郎

徳江順一郎委員

原田哲夫委員

委員 水木祐一

安武敦子委員

評価分類

MICE事業に係る提案に対する評価(200点)

民間収益事業に係る提案に対する評価(200点)

市の実質負担額に基づく点数の出

平成29年11月21日

主な議題

実施方針(案)、要求水準書(案)の審議

募集要項、事業者選定基準の審議

審査・評価の進め方について

・評価項目別審査、書類審査総括

・プレゼンテーション・ヒアリングの実施、総合審査

・先交渉権者の候補者の選定

所属・役職

九州大学学術研究・産学官連携本部教授

ベーカー&マッケンジー法律事務所パートナー弁護士

長崎市副市長

長崎商工会議所相談役

琉球大学観光産業科学部観光科学科教授

東洋大学国際観光学部国際観光学科准教授

長崎大学大学院工学研究科システム科学部門教授

側日本政策投資銀行九州支店企画調査課長

長崎大学大学院工学研究科システム科学部門准教授

(備考:敬称略、会長以外は五十音順)

(2)審査会の主な経過

審査会

第 1 回

第2回

第3回

第4回

得点

125.00 点

98.75 点

300点

523.75 点

開催日

平成29年1月27日

平成29年3月22日

平成29年8月25日

平成29年11月3日

第5回



2 審査の経過・結果

(1)参加要件の確認('格審査)

■平成29年6月16日に 1 グループから参加表明書等が提出された。

■市において参加資格の確認を行った結果、応募グループの参加資格が認められ、平成29年6月

23日に代表企業に対して資格審査結果を通知した

(2)事業提案書の審査(基礎審査・総合評価)

ア提案価格及び提案内容に対する基礎審査

・平成29年8月18日に応募グループから事業提案書が提出された。

・市において応募グループの提案価格及び提案内容を確認し、基礎審査を通過した

イ提案評価

・審査会の各委員は提案内容について、評価項目ごとに個別評価を行った。

その後、審査会は応募グループの提案書類審査及び応募グループへのヒアリングを実施し提案

内容を審査し、提案評価点を算出け丸

ウ価格評価

市は事業者選定基準に基づき、応募グループの提案価格等から価格点を算出し、審査会が確認

した

の,化はじめと人口の大や地

に配るとともに、MICE とヨ収益の

達しよ'とするものと認められることから、市は

(3)先交渉権者の候補者の選定(平成29年"月21日)

審査会は、事業者選定基準に基づき、総合評価点を決定し、九電エグループを優先交渉権者の

候補者に選定した

査会での主な評価

ア MICE事業

,本事業の目的や施設の社会的役割を理解し、その実現に向け有効な基本方針等が示されてい

る。

・組成企業は豊富な実績を有しており、事業体制は妥当である。

・中長期の修繕計画の全体像が明確でないため、今後、更なる具体化が必要である。

・長崎の強みを活かした誘致業務の基本方針を基に、専門的なスキルやノウハウを持つ人材と地

元での雇用人材による実施体制が提案されている。

イ民間収益事業

・ホテルのSPCは地元企業中心により組成されるなど具体的提案がなされている

・ホテルについて、国際的に知名度があり、国内外からの集客が見込める高級ホテルプランドであり

評価できる。

・その他民間収益施設について、事業内容が検討段階の部分があるため、具体化が必要である

市による優先交渉権者の決定

審査会からの報告を踏まえ、候補者の提案が

る本の的をに理しておι地

的大的・的なにより、

当該候補者を優先交渉権者に決定した。



(仮称)長崎市交流拠点施支整備・運営事業優先交渉権者事業提案書概要版

~世界とつなぐ新しい EJIMAの旬1出~交流を生み、交流を育むまち長崎のあたらしい交流拠点
世界に向けて情報発戸を続けてきた長崎の歴史を活かし、「明治の出島」と呼ぱれたこの由緒ある地に世界とっなかる新たなDEJIMAを創出

1 施設イメージ

■国的な交拠点として、国内外からの客を見込める C
皿日常的な市民の交流拠点として機 、な」用形
■JR ・長や港と なる、憂嶋の未来に向

^^

゛亀

に

とホテルを中心とレた民間穀益脳を整
可能な

に開された「長
新たなDEJ棚AにS、さわしい

国際産業観光会」の第1
的て合理的な施を画

胴JR新・長崎駅に面して、穏佐山や川をに層でのびやかな顔づくりを行い象的な
■1、2階メインホワイエはアブローチに面して広く人々を迎え入れるえ
■正面ファサードはガラスを中心に成し、人々アクティビティがあふれ出るようなわい施設を

長崎港を望む鳥瞰図

この那菜提案瓣の内容は優先交渉権者寺選定寸るためのものであり、この内容で事業内審が
硲定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事菜内容を確定していきます。

であった由ある所を継承レ、地域経済の活性化を園る

§・、^、
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テル1.1ト,狐W竜む'ンター・ナショ
ナへしー・タ「上只住曲な交弓ε1

刻々と移りゆく長崎の風景にとけ込む優美なデザイン
低層建築

透明感のあるファサード

民問収益施設(ホテル)と一休化した廷築形態

駅側からみたイメーづ

■ の長さいっぱいのデッキと広い車寄せ空
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(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業優先交渉権者事業提案書概要版

コンベンシヨン施設運営やPΠ事業実績の豊富な企業と、地兀企業をハランスよく組成し、円滑かつ確実な事業運営を推進
1 実施体御1・事業スケジュール

実施体制」・役 1分担の考え方

■設計から運営までーして実施:設計段階から維持管理及ぴ営MICE誘致企業が参画し、施設計回に意向を反映

■長期に渡る継続的事:集終了後も見据えた業計圓、従者の長期用による地城に根ざした運営.維持

■地域貢献:地元企業中心のSPC運営、地元企業の業回促進、市内外の銀光への出発拠点としてのわい出
長崎の魅力向上:交流を産業として成立させる施設づくり、崎ならではのイベント・MICEの催および誘致

^"■■■■■■■■ヨ■■■■■盾■■■■■■胴■興■■■■■■■
定期借地権' ゛個■■■■■■■■■■■白●■■●

地元企

1、▼ 設定契約:九電工 コングレ
(ーーー^NaE出己kl web C1をY■

^ホテルSPC"

鹿設 日本財 市内に■

亭業契約
本牡をく企業

上滝 ブリック

ト'、 その他
連携 1、MICE

(ーーーー^:' 民間収益ホ業谷川建設 エムエスケイ

1(一威ぎー
貴市内にSPO

粛支牡等を(■

森工務店 請負委託 ●■■■■■■■■■●■■■■■■

務委託
1■■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■゛

■■ヨ■■■■■亜■■岡嶋■■■■■■卦■■■写圏■闇師■■■■雪■

:維持管理袈び営・MICE誘致業務:
:'靈設業務"""""""'叩"'"'""""'、:(:::::^ f、'^^雨7^1!■■

1建築゛V 設::九工:「工趣而「
■■置■■噛■■■■■■■■■■冒■■■欄趣■■■■=●■■■■■■■■

区亙三^ ::・倉',南1諾1秀致業務11罷壽管理業務:
!上森美工務店・:::

こ亙亟コ 、■■■冨■巨■■■卦■■■■旦■■■■■■■■巨■■■抽■■■■■■■=■■■■■■■■■■■.邑■■■■■.■'ブリ゛ケ■
■昨二暑ユ昌ケーシ,ン,ザイン■.
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MICE SPCの構成及ぴ出資額

市内企業を中心としたSPCを設立し、地滅に根差した活動で地域
へ献

出貴企集

運営・MICモ誘致務

0

市内

◎

会議 3件運、指定理会
10件、会施託17

件、その他文化観光客施
多数営

26件のPF1事業実綾ΦB0含)、うち交
流拠点施、会議施設運営細持管理
受託実績3件、MIOE施設維持管理受
託 1件

(予定価格147億円)

'..

^

^

額

幽責鎖

1.750万円

1,050万円

2即万円

280万円

140万円

出貴比

25与

スケジュール

な実に基づくスケジュールにょる確実な

◎

15妬=..1

4嘗、.

'・^
・^^

出貴企案

.

◎ ◎

組成企業一覧

数多くのPF1 や類似施設の設計、設、維持理及び運営・MICE誘致の実を有する企と地元企
をバランスよく組成

代:応募グループの代表企業◎:構成員(SPCに出資し、業務を受注) 0:儘力会社(SP0に出資せずに業務を受注)
役割

企業名 区分 主な実績 持
設 営

管理

33件のPF1事業実績(PFI,PPP,DB0含
準市内む)"繍九電工長崎支店 ◎ ◎

代表企業13件のPF1 業実

51件のPF1 業実績(PFI,P叩,DB0含
市外む)"鹿島設鵬九州支店 ◎市外代企 20件のPF1 業実績(大型 @

ホール係PF1 件5件)

0■里
図書館PF1実綬(成員)関係地区小

閥上滝 中一貫教校等市内
市発注工の実績多数

校内運場改築等、貴市発注儒谷川 市内 ◎の実多数"
」

市発注工の実

出貴

1,400万円

1,2印万円

140万円

700万円

MICE の収支画

20年間の期問を通じ、独立採での運営が可能
開業6年目以降、毎年100万円の固定納付金を市に納付

■運営収支ゼロだが独立採鬨業6年目以降の事業収支(損計卸書より)
施可能

は、 295,300
問0 84,000
万円) 6β00

鵬松林建築設

出資比牢

20嘗

18怖

剛

10寓

市外

平成30年度

6月

契約締結基本.実施設計

運営・MICE 誘致

0

この事業提案雪の内害は優先交渉権者を選定するためのものであり、この内容で事業内容が
硫定されるわけではありません。

今後、広く意見苓をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事菜内害を硫定していきます

維持管理 回の実施

行に努め、

平成31年度

8月

■変勵納付金は、実際に
MICE事業者の年間の

利益が出た場合、その
50%を市に付(現計圃

では、壷動納付金ゼロ)

繍JTBコミュニケーション
デザイン

◎ ◎

円;に業を推進

平成詑年度

騰ブリック
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による交流文化施設受績4PH
件市外
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0
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'の事業提靈霄の内睿は優先交渉権者を選定するためのもので高り、この内容で事粲内容か

(仮称)長崎市交流拠点施設整備運宮事業優先交渉権者事業提案書概要版 確定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で事業内容を確定していきます。

設計、建設から、運営・MICE誘致にわたり、それぞれの豊かで幅広い経験とノウハウを最大限に活かし、専門的かっ多角的に業務を遂行
1 設計・建設業務 2 運営・MICE誘致業務

諸室構成 業務の中心となる業者

能を適に組み合わせたゾーニングにょり、誰もが使いやすく、'営しやすぃ施設を 会瑳の誘致・'営や施設運営に豊冨な実とノウハウを持ったPC0が中心となり、利用料金制
にょる独立採での'営を実現

交流拠点用地面積:24,1印所主な諸室構成 (事業提案書の内容を基に長市作成)
PC0の概要19'429解浦上川.稲佐山側;MICモ機能関連用地面租

■コンベンションホール(2階) その他
^:民問収益施設用地面積 4.731解↑ 民間収益施設 繍コングレ平土間 2,720m(2、3分割可)、天井高約 10m、床 5,280 Trf

はタイルカーペット仕 ■主な内容ホテルコンヘンシヨンホール゛^

0.270 rrl2,720 rrtからのぺデストリアンデツキでの来場者を2階ホ新庁舎側 コンベンション・示会・イペントのイベント・展示

ワイエで受けることができ、1 動線と分鼈した階 企画運営ホーJレ

3β40 rrr コンベンション施設等の運営・管理ごとの独立運用が可能 会護室 25 室 2,2舶市
・1Tシステムサービス

■イベント・展示ホール(1階) 調査・コンサルティング
・平土 3,840m(2分割可)、天井約 11m、床耐 長崎駅側 語学サーピス
荷 5Vr6(排水、気等ピット設置)で搬入車 (1 階、2 階平面図) 人材サーピス

両が直接乗り入れ可能 匪 1年

f7一圖一ーーーーー・駅に屋外イベントスペースを配置 -W'"1-'轟'
.

1990年(平成2年)W ■,

ι W■

■本金
、、

会室(1 2階) ^

乳材制
叫

9,900 万円大 2、中 4、小 19の計25 室、延ぺ 2,260市

"即
■年商各室に移勵間仕切り壁を設し、スクール形式、

^●

イベント・展示
等需

゛.

160億円( 017年3月)ホールシアター形式等、多種多様な用途に対応可飴 .
.

駐場 ■従業数3β40 n{ .

大会雄室 盲中会鎚室中会議室 300 台■へデストリアンデνキ
^

300名(2017年3月)'224 nrX2 256 rrlX2352 nrX2'

ム1

・来場者の利便性をめるため、駅から施設2階 ^

^ 本業で目指すMICEのターゲット
ー^

をつなぎ、2階ホワイエへ接アクセス可能
リバ・^イドデッキ

「長崎で開催する・理由のあるもの」を駐車場
2階 踏まえだ営・致で都市ブランドを向上旧保留地に自走式300台を集中配、前面道路

明長岫大学
側是崎"益圭羊

.墨抽膚工゛■シー卓1'ト文季

.轟燭虹砦詞宝金■量愈宜子武孝
■異時腎卑゛■帋■墨岬斡0弐甲

■景鴫雌合特,文早
■昏●亀宜弐孝

崎サミ.ト

塵

、 ,

CE

OM0椎椿

に面し利便性を確保

その他
・施設2階の浦上川・佐山側の回遊助線として日

的に利用可能なビュースボッNこもなるりバー

サイドデッキを備
季

地元MICE鬨連者とし、地域に効果を波及
■地元事集者の参回促進による一体的な誘致活動や支援
■地元事業者への発注及ぴ地元からの雇用の促進

遡壗・皿力

■来者の利便性に配した配・線計画
1階 のホールは、ホワイエを中心とした明解

計画とし、迷わずたどり着ける助線を整備な配

ペデストリアンデソキからりバーサイドデッキ、北

側ホテルエリアまでつながる歩行者の利便性を

める回遊動線を整備(ホワイエ空間として機能し、
まナ・、市民の憩いの場を出)

■室内環等における利用者快適性への配
自然エネルギーを積極的利用し、省エネルギー

の配慮しつつ、高い環境性能を確保

室内空間の遮、吸性や照明の照度、輝廣に
配慮

■円滑に利用できるユニバーサルデザイン
・施計回や建物デザインにユニバーサルデザイ

ンフ原則を反映し、すべての来者にとってわか
りやすい施設を計画

・多語対応や視認性を慮したサイン画により
円'な施設利用に配慮

官

■轟帽申
■畳輸県
■■

長1薪MICE
事案老ネットウーク

.畳畢犠党

^、

■真側値党櫨
^

珪^

長崎国際糎光

コ」ノヘンソヨン

協会

晶

協力

抽昆倉置

小会議室
59 nlX2

小会雄室
26 rrlX 14

小会議室
能 n!×3

.

.,

園早レスト,ン

^

0^、、ー,,、[三三子三]

MICE

ーピスコンヘンシヨンーピス

n
零^・^

記章旦

^ン,島

*デ'

屡晒L図0-̂
■;■

コンベンションホーJレ

2,720 n{

イベント・展示ホールの

活用イメージ
峯榔・地力

茎鋳

.

^

囲

ペデストリアンデッキ

鮪野働壮

甲CO

■訊・^

皿至・^

^.昏詞塘材

A封塑亀

C亜二}匹三ヨ

圖圃
[亙コ[壷コ
[亟三ヨ[ニコ

^

r泳弱ジ「祠芥^

.

動の中心となる
2 ホイエイメー゛'

1

^

^
^司

■案拠点
東京本社、大阪本社

支社等:北海(札幌)、東北(仙台)、中部(名古)、九州(岡
京都支店、北京事務所、長営業所

・グjレープ会牡:コングレ上海、沖コングレ、MIOE総研など

●これまでに営等でわってきた主な国際・国内会等
・G7伊勢志摩サミ外首脳会議
第50回アジア開発鰻行(ADB)年次轄会

・日本医学会総会
・臼本環器学会学術大会 ほか多数

■現在営等を担っ主なMCE施設

ナレッジキャピタルコングレコンベンションセンター(大阪市
自社施設、経営・運営)

・岡山コンベンションセンター(コンサル、 3セクター民間筆
主、指定理者)

名古屋国際会(指定理) ほか多

地との連携体制

長崎サミツトやCV協会、長版DM0等の地域組織と
の連携にょり、効率的・効果的に致を推進

.暫

コンベンションホールの

活用イメージ

駐車場
300台

■ステイタスのある国際会謙(閣僚
主催会など)

■世界中から人が集まるメガ・イベント

'

市民の憩いの場にもなる

川・稲佐山側のりバーサイドデッキイメージ

■崎で闇催意義・理由がある平和、世遺産、
海洋関連の国際会議など

■の源を活かした会議、総会、大会、事
(産示会)

'

'

^

^工畢

■市民が集う催事・イベンK中古フェア、フリー
マーケットなど)

■地域資源を活かして銀光客を呼び込む・イ
、水産祭り)などベント(

'

'

、 際

想定する年間のMICE 要

開催件数7乃件、利用者数約61

件數(件)利用者數(百人)

24

臥罵騨
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[亙亘〕腫亘コ
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(仮称)長崎市交流拠点施設整備 伊先父渉権者事業提樂書概要版1

MICE施設と民間収益施設の'体的な複合開発による「交流と賑わいの拠点」を実現
全計画 2 ホテル事業

実施体制 事業概要

ホテルブランドは「ヒルトン・ホテルズ&りゾーツ」、ホテル名は(仮称)ヒルトン長崎ホテル事業は地元企業を中心に脚CE 業と異なるSPCを設立.その他民問収益事業は事業者が単独で業実施

その他民間収益業スキ_ム案フフノヤ 0 ,、 00、フルサース型ホテル、年間人数は約40万人前後を想定。ホテルSPC スキーム案

■国際ブランドカを活かした際会議等の誘致やケータリング、維持理等において、MICE事案と円滑な連体制を構築。民間収益事業

心基本協定

定期借地権
設定契約

④
H11ton

FC契約

グラバーヒル

エムエスケイ

京キャピタル
マネジメント

貸借
契約

参画企業一覧

ホテルSPCは市内でフルサーピスホテルの所有、

企業名

繍九工支店

ホテル

グラパーヒJレ

,

匿名組合
出

出資者

エムエスケイ

東京キャピタル
マネジメント

九電工

鵠エムエスケイ

融

N丑盲寄丑klweb clty

グラノ丈ーヒル

■市との定期借地設定契約による年

の実施(借地面積約4,700市(ホテ
ル約 3,40o nl、その他 1,30orrl)を恕定

皿年借地料:計約5,600万円(平成29年
3月1日不助産鑑定評ペース)

東京キャピタルマネジメント繍

営・実のある地元企を中心に組成

特徴

準市内宿泊施の施工は全国で多数

業スケジュール

剛CE施設との連

定期借地権
設定契約

市内

施・空間成

ホテルの機能構成

国際的なホテルチューンにふさわしい成とグレード感
宿泊者のみならず来街者も訪れたくなる施設群

■1階には格式いエントランスロビー、車寄せを配
しホテルの顔を作り、まちづくり1こ賀

冒2階にはボールjレーム(大印0名対応可)、3階に
はチャペル、レストラン、4階にはフィットネスジム等
を配し、日常的な賑わいを出

■4階から10階の客室はMICE施設の根よりく、
長崎市の観を全周で眺望可

■MIOE施とは、「アクセス線」と「バソク線」で連
し、両施設の連携と利性を向上

を念頭に遅.なく契約、施設を実施し、50年間の

平成31年度 平成32年度

市内

市内でフルサービスホテルの管理を実施

市内でフルサービスホテルの所有および経
営の績あり。「2」と同グループ会社

不動産ファンドのアセットマネジメント業(組
成・運用・助言)

'

平成30年度

6月

契約締結基本.実施設計

市外

^

このヰ業提案書の内睿は優先交渉権者を選定するためのものであり、この内害で亭業内容が
確定されるわけではありません。

今後、広く意見等をいただきながら、長崎市と優先交渉権者で亊禦内客を硫定していきます。

融資

代:応募グループの代表企業

役割

ホテルSPCへの出資

設業務(設備)

ホテルSPCへの出

8月

ヨ

ホテJレ

工事監理

ilton

ホテルSPCへの出資

営を実現

平成33年廣

8月11月
供用開始

客晝価●)
■柱",圏上」1を窒む嘗寅

工

1

ケイ字トネスリム

様症孝スポツ"異毛彬姑

竣工確砥

IFエントラシスロビーーメージ

0ピー、レセプシ.ン
お喜nを人れる格武島
●空間ロピーパーι併設

3 その他民間収益事業

概要

MICE 業への支援機能、賑わい創出、利便性向上機能を
■ビジネスセンター

共有型のオープンなオフィススペース、ピジネスマッチング等にも便利
なラウンジ

■サテライトスタジオ

地元メディアの協力による生組制作など地域密着型の情報発点

平成80年■ショップ

業終了販やコーヒーチエーン店など施設の賑わい' 出や、市民の勲いの

■コンビニエンスストア

利用者の利便性を向上に寄与し、市ゆかりの商品や御土産を陳列

■レンタカー・カーシエアリング

長崎駅、新バスセンター至近の立地を活かし、交通の結節点としての
利便性を向上

■(その他)地元有力企の社の誘致を検討

平成34~79年度

開業準備

レスト,ニ,,ι酉督)
●佐山、浦川を望む配屋

*0イエ
ユ舟デリキと挫L.工断
からの限わいが連鱗する

運・持理業務
(約47年)

修繕計画の実施

1呼

唾^'ングルーム

2身割でき.フレキシブルな
駒尿が冨焦

エグゼクティプワウンジ
畳と醒の鮭も蹴琶の且い燭所に詮置

肝^

スイートルーム

特鼻な空

墨畍駅

レ冨曹ヅ・ピリネエセン,ー
ホ,ル剥用者のみ右らt廉由
令も尉用可昔、罫"壷冒帆徴鴫
1=鳳わいを典住

◆ 4ヂ

客塞嘉畢局
畦窒壱靴保した客崟

.

サーピエローディング
従秦員.告弁岨人宅「ニ"応

客寅【南知
遷軸幽・'神大腰を望む喜E

皿,

芋¥祀ル

ブライ,ルサロン監゛鮫

評

,

レストラン(勲側)
府纛・曇畝歌側のにぎ゛'、々
レ,イピユーを頗む里屋

屑罵
Ⅲ住との連悔を奇虚し

剖圧倒に設巨

10F イートJレームイメージ

ぎ

求一月,ルー」、

4"書抽何概0塾大剛名
剣応の宴金埋

様な交流が生まれる
つンジイメージ

ホ,ル専用庫審せ
畦卓甥壱6音誌保亨ると
異にバスの禁降にも封応

えた施設誘致を計画

歩行者専用道路を利用
したわい創出

IF
エント,ンエロビー

鼠無.異時駅捌に配量し
椛式と酸わいを発値

ι闇 バ,ク,ード用劇
エスカレーターバ,クヤード用胃段

人々が集まるサテライト
スタジオイメージ

惰報を発信する店髄
ージ

魚,島
口E

.

ピ,卓ユ
討,ー

民
間
収
益
事
業

蚤



尓)長崎市交流拠点施設整備0運営事業優先交渉権者事業提案書概要版

地域と「つながり」、雇用を「生み出し」、将来に「ひろがる」MICE事業、民間収益事業を推進

1 地元企業の参画・受注促進・地元からの雇用促進

本的考え方

、民間収益事業とも、地元企の極的参回や地元用の出なとを推進MICE

4

地L
域

ール

ー^■ OE

■地元企業の積極的な画を促進

■長の魅力を伝える施づくり及ぴMICE・イベント企回

■地元雇用の出、地産品を極的に調達、地元産業の育成

■市内観光の活性化、賑わい出

7

プロモー

'二1土、■地場産品を内外装で活用して利用者にアピ

施設整務従事者として市民を先採用

材は地元メーカー、商社から極的に

、

SPCから 0円を地元企業1一直接発注

栄構成員(地元企業)への発注を含む

設計・監理・築工・設備工事においてMIC岐SPCから
の接発注として30億円(税抜)を地元企案に発注

業務の再委託先として地元企索に優先的に発注

市へ

■現場入場者による周辺経済活(建設期間

中に延べ5万人の現場入場を想定)

か月あたり約2,000人の建設工事が現に従
事する込み

飲食などの日常生活が生み出す経済活動により、地
域への大きな即効性のある経済波及効果を誘発

設間が年単位となることで、他県市からの移住
も想定可

2 地場産品の活用の考え方

地産品のブランド化と魅力発信の取組

、民問収益業ともに、段階から地域産材の活用を推進MICE

MICE 利用者への地場産品のPR 長崎の特産品を使ったメニューの開発

■国内外から来られるMICE利用者に長産品の■民間収益施設(ホテル)にて、
PR、販路拡大のための施策を実行し、地場塵 学会・医学会等の開催時に地
を振興 元食村を使ったオリジナル弁

当を製作施設整備業務における地場産品活用
■レストランでのメニユーに

■MICE事業、民間収益事業ともに、事業をして地元郷土料理を入れ供
施設整備業務で使用する機材は、市内企、.
からの調達を先し、近隣市町で調達可能ナ、■長の「食」の魅力を宿泊客'"で可'レストラン利用客、MCEでのオリジナル弁当イメージ
ものを含め、地場産品を積極的に活用

来訪者に提供し、魅力を発信

果

地元

発注

雇用

創出

MICE

人材

育成

維持管理・運営 MICE誘致

'市力

向上

■ MIESPC 及ぴ維持管理、運営・MIOE 企業から事業期間で合
計3000万円以上を地元企業に発注

・各種業務は、原則的に市内、県内に本社
を有する企業に発注

・分発注や集務対応力を考慮した分割
発注により、多くの地元企参回を促進

・資機材を市内県内企業から達、常駐
タッフを原則、市内内から用

■地元企業を通したMCE誘致活
自治体 学校

・地元企業のネットワークを通じて効果的

定住

促進

用途

鴇具設置工

外構工

躯体工

側溝工事

金物工事

約2年間(想定)
延べ5万人が入場

即効性のある地域経済効果

建設亭職

賑わい

創出

1"舳市臥椚一一抑肌地1

この李鞭提案妥の内容は優先交渉権者を選定するためのものであり、この内容て事業内容が

確定されるわけではありません

今後、広く意見等巻いただきながら、長崎市と優先交渉権者で亊菜内容を確定していきます。

品名

衛生機器、住設機器

砕石、路盤材、栽

生コン

二次製品

建築金物

゛

■客力のある新規イヘント開催
で市外からの来訪促進

田市内光を誘発させる企画実施

民問収益亊業

皿「地元中心」地元企業を事業主体としてを築

■「都市力向上」長のステイタスと魅力をめる街づくり

国「用造」業と交流のの提供と雇用の出

■「波及効果」情報発点となり、市内広への周遊と
滞在を促進

整備・運嘗

3 施設同辺・市域全体への有効な貢献内容

長崎観光の出発拠点として周辺への効果を高める取組

MICE利用者の市域全体への展開、崎駅及び近の商施設と相互効果を出t連を構築 平和・学術 光

市域全体への経済の活性化およぴ地域貢献周辺経済の活性化およひ地域貢献

■ R新・長駅内の商施設をはじめ、近隣■1日で数百~數千人が見込まれる市外からのMICE 平和公園、長酋大なゼ グラバー図、中華街、誤町な

の商業施設と相互効果を出せるよう連携を図利用者の行勘範囲を、当施設や周辺だけで完結さ
^亀気゛理・^

斬.長母駅
せず、グラバー園や軍島など市内にある富なり周辺経済を活性化 当粘設から

市内各所八観光源へ広げるため、交通機と携をとること 陰 N1笈 行勵を
で市内観光へとスムーズに展 ひ捌ナる

期待される への効活動名 活励内容

皿MICE出席ーアフターコンベンションー宿泊→(翌 夜景 歴史

日)市内観光という流れが自然に行え、長光の
MICE利用者に新 ハブとしてMICE施設と民間収益施設を携本施設、新駅及ぴその

新駅及ぴその駅及ぴその他商 粗佐山なと 出島、軍艦島など
他商業施設の相乗効

他商業施設と業施設内で利用
果で駅前の賑わいを 地元企業の成長支援と雇用機会の創出(ビシネスセンターの開設)できる飲食店等の連携
創出

のクーポンを配布 ■全世界 26力国,00拠点で展開する世界大のレンタルオフィスプロバイダーによるビジネスセ
ンターを設置

■海外企業の拠点、国内企業の支 映

店等の誘致による市外からのビ「帆船祭り」「みな
花火大会開催と祭り」「テレビ局 ベストビュースボットに シネス来訪客増加や、地元企 ^
時の施設一部イベント」などの おける大きな賑わいを

の本社機能の誘致による地元企
開放(検討)際に一部施設を 出

の成長支援を促進 '典

市民に開放 申

■国内外企業のマッチング機会の
供で、新たな雇用機会を出

波及

■地元企業を中心とした民間収益業(ホテル)の展開

市の都市プランドの向上を図るホテルとして、「(仮称)ヒルトン長崎」を業開し、運
営は市内企業が担当

■ヒルトノブラント誘致による都市力の向上

・認知度がく、歴史も深いブランドで、ホテル経営会社に対するサポートが充実しており、
他都市でのヒルトンホテル運ノウハウの享受や、携による相乗効果が期待可

^
子

産の用イメージ

広告代理店

中0

学

メディフ

■雇用の出及ぴ市内人材育成

・運営スタッフは、市内の人材サービス会社の活用や地元の人材をスタッフとして積
極的に採用、また、地元大学生のアルバイト・インターン採用も検討。グローパルスタンダ
ードなホスピタリティ神を備えた人材を本施設で育成

ホテルスタッフの地元人材の戻用に加え、既に中のフルサービスホテルとの将来的
な人事交流(ステップアップ制度の導入)も視野に入れた事業を鬨予定

■地元機関からの金調達

・市内に本店のある金機関から民間収益事業(ホテル)で必となる資金達を行うこと
としており、資約書を取得予定

At

地元企案

写

設
達

建
調

■

,
,

.
貞
吋
角
一

'

.



(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業

審査講評

厘一回

平成29年12月1日

(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業

受注者選定審査会
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第1 審査会の設置及び開催経過

第2 審査の経緯

1 参加要件の確認(資格審査)の経緯

2 事業提案書の審査(基礎審査・総合評価)の経緯

第3 評価項目に基づく評価の方法

1 評価項目及び評価方法

2 総合評価点の算出方法

第4 審査結果

1提案評価点の算出

2 価格点の算出

3 総合評価点の算出及ぴ優先交渉権者の候補者の選定

第5 審査講評

I MICE事業提案に対する項目

2 民問収益事業提案に対する項目

第6 総評..,.....

(仮称)長崎市交流拠点施殷整備・運営事業

審査講評目次'

U

9

1
2
2
2
3
3
3
5
・
5
6
6
7
7
9



第1 審査会の設置及び開催経過

長崎市(以下「市」という。)は、・事業者の選定に関し、適切かっ客観的な評価を行うため、学

識経験者等で構成する「(仮称)長崎市交流拠点施設整備,運営事業受注者選定審査会(以下「審査
会」という。)」を設置した。市が設置した審査会の委員は次のと為りである。

会長

委員

委員

谷口博文

委員

氏瑠

江口直明

委員

加藤邦彦

委員

里隆光

委員

下地芳郎

委員

徳江順一郎

委員

原田哲夫

(備考:敬称略、会長以外は五十音順)

九州大学学術研究・産学官連携本部教授

水木祐一

ベーカ「&マッケンジー法律事務所パートナー弁護士

本事業の優先交渉権者の候補者を選定するために、審査会を5回開催した。審査会の経過は、以
下のと謁りである。

安武敦子

長崎市副市長

【委員の構成】

長崎商工会議所相談役

琉球大学観光産業科学部観光科学科教授

東洋大学国際観光学部国際観光学科准教授

審査会

長崎大学大学院工学研究科システム科学部門教授

第1回

総日本政策投資銀行九州支店企画調査課長

所属・役職

長崎大学大学院工学研究科システム科学部門准教授

平成29年1月27日

第2回

開催日

平成29年3月22日

第3回

第4回

会長の選出及び会長職務代理者の指名について

審査会の議事等の取扱いについて
審査会の概要

(仮称)長崎市交流拠点施設整備・運営事業の概
要(概要、実施方針(案)、要求水準書(案))

第5回

平成29年8月25日

平成29年Ⅱ月3日

第 1回審査会での意見を踏まえた実施方針等へ
の反映について

実施方針等に関する質問に対する回答
特定事業の選定

募集要項等
事業者選定基准

主な議題

平成29年11月21日

審査・評価の進め方について

評価項目別審査
・書類審査総括

・プレゼンテーション・ヒアリング

・総合審査

・優先交渉権者の候補者の選定

10



第2 審査の経緯
1 参加要件の確認(資格審査)の経緯

平成 29年6月16日に参加表明を受け付け、1 グループから参加表明書及ぴ資格審査書類が提
出された。

市において参加資格の確認を行った結果、応募グループの参加資格が認められ、平成29年6月
23日に代表企業に対して資格審査結果が通知された。

2 事業提案書の審査(基礎審査・総合評価)の経緯
①提案価格及び提案内容に対する基礎審査

平成 29年8月18日に事業提案書を受け付け、1 グループから事業提案書が提出された。市
において応募グループの提案価格及び提案内容を確認し、提案価格が予定価格の範囲内である
こと、提出書類は募集要項等で提出を求めているすべての書類が提出されていること、提案内
容が要求水準を満たしていると判断されることが確認された。

②提案評価

各委員は提案内容について、事業者選定基準に基づき評価項目ビとに個別評価を行った。そ
の後、客査会は事業者選定基準に基づき、応募グループの提案書類審査及ぴ応募グループへの
ヒアリングを実施し提案内容を審査した。

③価格評価

市は、事業者選定基準に基づき、応募グループの提案価格等から価格点を算出した。

④優先交渉権者の候補者の選定

審査会は、事業者選定基準に基づき、総合評価点を決定し、優先交渉権者の候補者を選定し
た。

2
"



第3 評価項目に基づく評価の方法

審査会は、応募グループ名を伏せて、以下のとおり提案内容に係る評価を行った。

1 評価項目及び評価方法

審査会は、応募グループの提案を事業者選定基準における評価項目や審査のポイント等に基づ
いて評価し、応募グループの提案評価を点数化し、提案評価点を算出した。

【評価項目及ぴ配点】
評価分類

事業区分

提案評価

(400 点)

MICE

事業
(200 点)

事業実施に係る項目

酘計・建設に係る項目

民問収益

事業
(200 点)

維持管理に係る項目

価格評価
(300 点)

運営・MICE誘致に係る項目
地域貢献に係る項目

事業全体計画に係る項目

ホテルの施設計画、運営計画に係る項目

大分類

A

その他民間収益施設の施設計画・運営計画に係る項目

当該評価項目に松いて具体性のある特に秀でて優れた提
案がなされている

地域貢献に係る項目

B 当該評価項目において具体性のある秀でて優れた提案が
なされている

C 当該評価項目において具体性のある優れた提案がなされ
ている

(※市の実質負担額に基づく点数の算出)

D 当該評価項目において優れた提案がなされているが、具
体性や実効性に欠けている

E

評価の内容

2 総合評価点の算出方法

①提案価格に対する評価

資格審査通過者が提示する「市が支払うサービス購入半斗」
分)」、「民間収益事業に伴う借地料(事業期間 50年分)
格点」として点数化した。

当該評価項目において評価に値する優れた提案がなされ
ていない

配点

20 点

55 点

30,点

70 点

25,点

35 '点

70,点

市の実質負担額(現在価値換算後)

=市が支払うサービス購入料一圖定納付金※一民問収益事業に伴う借地料※

70 点

得点化方法

25.点

配点X I.00

300.点

配点XO,75

酉己点XO.50

配点XO.25

配点XO

「固定納付金(事業期間 20年
について、次の算式により「価

、
」

価平口

3
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固定納付金及び民間収益事業に伴う借地料は、それぞれの事業期間を通して市に支払
われる総額とし、現在価値換算後の金額とする。
現在価値換算にあたっては、事業提案書の提出年である平成29年度を基準年度(0年
度目)とし、固定納付金は平成33年度から、民聞収益事業に伴う借地料は平成30年
度から支払いを開始するものとして計算する。
割引率は、 1.弱%とする。※

※最も低い市の実質負担額(現在価値換算後)となった資格審査通過者の価格点を300
点満点とする。

※その他の資格審査通過者の価格点は、最も低い市の実質負担額(現在価値換算後)か
らの割合に基づき算出する。

※得点は、小数点第三位の数字を切り捨て、小数点第二位までを算出する。

(2)総合評価点の算出
提案評価点及び価格点を合計し、 1総合評価点」を算出した。

価格点=

最も低い市の実質負担額(現在価値換算後)

評価対象となる市の実質負担額(現在価値換算1却

総合評価点(700点満点)=提案評価点(400点満点)+価格点(300点満点)

X 300,点

.゛

※
※

4
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、

第4 審査結果

1 提案評価点の算出

審査会では、応募グループの事業提案にっいて、評価項目毎に評価を行い、得点化基準に基づ
き提案評価点を下記のとおり算出した。

MICE事業に係る提案に対する評価項目(200点)

■事業実施に係る項目(20点)

1.本事業実施における基本方針

2.事業の安定性'確実性の確保

語言

3.事業のモニタリングの効率1生有効性

計・建設に係る項目(55点)

4.実施体制の妥当性

5.運営・MICE誘致方針と整合した施設コンセプト、諸室構成

6.施設・設備の適切な利便性・機能性・品質の確保

フ.周辺エリア・施設との調和、まちづくりへの配慮

【応募グループに対する提案評価点】

8.災害時、非常時の利用者の安全確保

■'

9.LOCの縮減と省エネ対策の工夫

持管理に係る項目(30点)

10.実施休制の妥当性

12.50

下1.施設・設備等の機能・性能の保持

12.継続した施設利用に資する中長期的な修繕計画

■'

13.事業終了時の良好な状態での引き継ぎの実現性

営・MICE誘致に係る項目(70点)

14.実施体制の妥当性

15.安定的な運営のための取組

16.安定的かっ効果的なMICE誘致・開催、賑わい創出の取組

■地域貢献に係る項目(25点)

17.利用者の利便性・満足度を高める取組み

MIOE事業評価点小計

18.地域への効果を高める取組

j

民間収益事業に係る提案に対する評価項目(200点)

配分

亘事業全体計画に係る項自(35点)

1.事業の実施方針

5

2.事業の安定性・確実性の確保

10

評価

■,

3.周辺エリア・施設との調和・連携

5

テルの施設計画、運営計画に係る項目(70点)

B

4.実施休制の妥当性

5

得点

B

5.国内外からの誘客を高めるブランド・コンセプト

10

B

6.魅力ある施設・空間構成

15

慶

フ. MIOE事業との連携・賑わい創出の工夫

15

375

B

の他民聞収益施設の施設計画・運営計画に係る項目(70点)

5

8.実施体制の妥当性

フ.50

C

5

9.多くの集客を実現するコンセプト

375

0

10.継力ある施設・空間構成

0

■地域貢献に係る項目(25点)

5

11. MIOE事業との連携・賑わい創出の工夫

375

B

10

5.00

C

民間収益事業評価点小計

10

12.地域への効果を高める取組み

750

5

評価点合計点

フ.50

B

3.75

B

10

2.50

C

20

8

30

3.75

10

フ.50

B

5.00

0

25

375

B

200

B

配分

フ.50

10,00

C

22.50

5

15

評価 1 得点

フ.50

15

12.50

冒

125.00

B

10

C

20

C

30

10

B

3.75

0

10

フ.50

22375

0

20

フ.50

B

30

10

750

1000

0

15.00

C

25

200

D

フ.50

C

400

5.00

1000

0

フ.50

5.00

1 98.75

5
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2 価格点の算出

応募グループが提示司・る「市が支払うサービス購入料」、「固定納付金(事業期間20年分)」、
「民間収益事業に伴う借地料(事業期間50年分)」について、予め事業者選定基準に公表された

算式により価格点として算出した。

市が支払うサービス購入料

固定納付金

民間収益事業に伴う借地料

市の実質負担額(現在価値換算前)

3 総合評価点の算出及び優先交渉権者の候補者の選定
審査会は、提案評価点及び価格点を合計し、総合評価点を算出した。

応募グループの総合評価点
223.75 点(提案評価点)+300 点(価格点)=523.75 点

審査会は、応募グループを優先交渉権者の候補者として選定した。

市の実質負担額(現在価値換算後)

項目

価格点

応募グループ

14,699,556,000円

討

2,783,965,500円

15,000,000円

H,900,590,500円

12,076,860,438円

300,点

ノ

・6

巧

1



第5 審査講評

応募グループの提案に対する審査会の講評は炊のとおりである。

I MICE事業提案に対する項目
①事業実施に係る項目

項目番号

本事業実施にお
ける基本方針

評価項目

2 事業の安定性
確実性の確保

・全体として本事業の目的や施設の社会的役割を理解し、その
実現に向け有効な基本方針やコンセプトが示された提案であ
つたと評価された。

3

(2)設計・建設に係る項目

.

事業のモニタリ

ングの効率性・
有効性

組成企業は豊富な実績を有しており、事業体制は妥当である
と評価された。

不可抗力や構成員の経営破たん等の想定されるりスクに対
し、その対応方針が具体的に提案されている点が評価され
た。

事業収支の見込みは保守的であり、現実的な収支計画が提案
されていた点が評価された。

項目番号

.

4

.

審査講評

実施体制の妥当

性

評価項目

5

. セルフモニタリング実施計画の策定と、各企業社内、鞭CE 事
業グループ企業闇、Ⅵ促の SPC による 3層構造のモニタリン
グ体制の構築について提案されていた点が評価された。

運営・MICE

誘致の方針と整

合した施設コン

セプト、諸室構

成

・設計・監理体制、施工体制ともに組成企業は豊富な実績を有
して浦り、市との連絡協議体制も有効な提案がなされている
点が評価された。

6

・効率的な運営・誘致業務を実施するため、シンプルでわかり
やすい諸室構成となっている点が評価された。

.施設コンセプトである「世界とっなぐ新しい喋JIMA の創出」
については、当時の出島との違いなどがややわかりにくいと
の意見があった。

・駐車場の1階部分にも賑わいをもたらす工夫が必要との意見
があ0た。

施設・設備の適

切な利便性・機

能性・品質の確

保

7 周辺エリア・施

設との調和、ま

ちづくりへの配

慮

審査講評

・利便性・快適性の高い諸室配置、参加者の動線、搬入動線と
なっている点が評価された。

.施設内の回遊性を担保する工夫をすべきとの意見があった。

・周辺との調和に考慮した落ち着きのある建物と施設デザイン
が評価された。

.ペデストリアンデッキやりバーサイドデッキによる歩行者動
線の確保や駅・浦上川との接続は評価されたが、デッキ間の
動線などに配慮が必要との意見があった。

・夜景を考慮した屋根面や壁面のデザインを検討すべきとの意
見があった。

.建物のデザインについて、シンプノレである反面、シンボル

性・ランドマーク性が感じられないとの意見があった。
8 災害時、非常時

の利用者の安全

確保

9 LCCの縮減と

. 建築・設備の浸水対策や、建物の構造上の地震対策につい
て、有効な具体的提案がなされている点が評価された。

LCC縮減に向けた長寿命化を目指した建築計画や材料・機器の.

7
佑



省=ネ対策の工
夫

③維持管理に係る項目

項目番号

10

採用や、省エネルギー化のための換気・採光計画や雨水利用
等の具体的な提案がなされている点が評価された。

.省エネルギー化に向けては、さらなる検討をすべきとの意見
があった。

Ⅱ

実施体制の妥当

性

評価項目

施設・設備等の

機能・性能の保
持

12 継続した施設利

用に資する中長

期的な修繕計画

・経験豊富な有資格者を中心とした効率的な人員配置計画等、
有,効な提案がなされている点が評価された。

・維持管理企業のもつノウハウと他の類似施設の管理経験を活
かした、施設・設備の品質を保持するための具体的な作業頻
度や緊急時のバックァップ体制等の有効な提案がなされてい
る点が評価された。

W 事業終了時の良

好な状態での引

き継ぎの実現性

(4)運営・ MICE誘致に係る項目

・予防保全の考え方を.基本とした修繕費用縮減に向けた対策

や、事業期間終了後を見据えた修繕計画の策定等、具体的な
提案がなされている点が評価された。

.提案では中長期の修繕計画の全体像が明確でないため、今
後、更なる具体化が必要との意見があった。

項目番号

審査講評

14

・事業終了時に、施設・設備が良好な性能を保って引き渡され
るよう、日常・定期点検による施設の性能保持や、維持管理
情報データ保管等の具体的な提案がなされている点が評価さ
れた。

実施体制の妥当

性

評価項目

巧 安定的な運営の

ための取組み

.長崎の強みを活かした誘致業務の基本方針を基に、専門的な
スキルやノウハウを持つ人材と地元での雇用人材による実施
体制が提案されている点が評価された。

・地元のⅥ促関連組織等との具体的な連携体制が示されている
点が評価された。

16 安定的かつ効果

的なMICE誘

致・開催、賑わ

い創出の取組み

.安定的な運営のために、応募グループの持つ運営ノウハウを
基に、業務改善のあり方や稼働率の向上策、広報利用促進活
動等の具体的な提案がなされている点が評価された。

・グループ内のPCO (運営・MICE誘致の企業) 1者に依拠してい
るのではないかとの意見があった。

審査講評

・MICE を着実に誘致するために、コーディネート役となる応募
グループ内の PCO (運営・MICE 誘致の企業)と産学官の役割
が具体的に示されている点が評価された。

・長崎の都市ブランド向上に資する MICE誘致や地域の産業振興
に資する新たなⅥCE創設について、具体的な提案がなされて
いる点が評価された。

・ⅢCE に関連する各種団体や事業所等と連携した取組みや、地
元雇用や地元大学と中心としたインターンシップの受け入れ
等にっいて、具体的な提案がなされている点が評価された。

Ⅱ 利用者の利便
性・快適性満足
度を高める取組

み

、

.応募グループ内の PCO (運営・MICE 誘致の企業)がもつ、運
営者(施設を貸す側)と利用者(施設を借りる側)の両方の
視点を活かし、利用者の利便性や満足度を高める運用面での
取組みや工夫が具体的かつ詳細になされている点が評価され
た。

ノ

8
71



、
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⑤地域貢献に係る項目

項目番号

18 地域への効果を

高める取組み

評価項目

2 民間収益事業提案に対する項目
①事業全体計画に係る項詞

・施設整備業務における下請や資材調達における地元企業への
発注額や地元従事者数について、有効的かつ具体的な提案が
なされている点が評価された。

・維持管理及び運営・鞭CE 誘致業務における地元企業における

発注額や人材育成等の地域貢献について、有効的かつ具体的
な提案がなされている点が評価された。

・地元との連携について明確化が必要であるとの意見があっ
た。

項目番号

事業の実施方針

評価項目

2

審査講評

事業の安定性
確実性の確保

・全体として本事業の目的や、 MICE 事業との関連性等を理解
し、その実現に向け、複合施設として有効な基本方針やコン

セプトが示された提案であったと評価された。

・組成企業は一定の実績を有しており、地元企業を構成員等に

含めた実施体制は妥当であると評価された。
・事業の実施上想定されるりスクに対し、その対応方針が有効
的かつ具体的に提案されている点が評価された。

・ホテルの SPC は地元企業中心により組成されるなど具体的提
案がなされている点が評価された。

・提案書はホテル SPC についての記載が中心であり、その他の
民間収益施設についても今後検討を深度化させる必要がある
との意見があった。

3 周辺エリア・施

設との調和・連
携,

②ホテルの施設計画、運営計画に係る項目

項目番号

審査講評

4

・周辺との調和に考慮し、MICE 施設と一体となった建物のデザ

インが評価された。

・国際的な高級ホテルブランドの建物としては、シンボノレ性・
ランドマーク性にやや乏しいとの意見があった。

実施体制の妥当

性

評価項目

5 国内外からの誘
客を高めるブラ
ンド・コンセプ

ト

・ホテル経営、所有、ブランドを分雛しりスク分散を図るな
ど、安定的・継続的な事業遂行が可能となる提案が評価され
た。

・MICE 事業者や市との具体的な連携体制が示されている点が評
価された。

6 魅力ある施設
空間構成

・具体的なホテルブランドが提案され、国際的に知名度があ
り、国内外からの集客が見込める高級ホテルブランドである
点が評価された。

・ホテル誘致の実現可能性として、ホテルブランドから関心表
明書を受領している点が評価された。

・ホテルブランドの継続性を疑問視する意見があった。

審査講評

・ⅥCE 誘致受入に寄与できる客室、ボールルーム(宴会場)、
ホワイエ等の構成とグレード感が評価された。

・ⅥCE 施設や周辺=りアと連携した車両・歩行者の動線計画に

9
帽



7 MIGE事業と

の連携・賑わい
創出の工夫

工夫がなされている点が評価された。

・多様な客室構成が必要であるとの意見があった。
・国際的な MICE 開催に備えるには客室数やスイートルームの比
率を高めることも検討すべきとの意見があ0た。

③その他民間収益施設の施設計画・運営計画に係る項目

項目番号

・鞭CE 施設との連携を高める取り組みとして、運営・ⅥCE 誘致
企業との情報交換や両施設の連結した動線計画が評価され
た。

・市民の利便性向上への取り組みとして、ホテル内のレストラ
ン、バンケット等のイベントやプラン等が評価された。

・観光産業を担う人材育成としてのインターンシップの受け入
れ等の取り組みが評価された。

8 実施体制の妥当

性

評価項目

9 多くの集客を実
現するコンセプ
ト

・地域密着型の情報発信拠点、ビジネスセンターなど、様々な
形態の民間収益事業者の誘致を検討している点が評価され

た。

・その他民間収益施設の実施主体について、明確化が必要であ
るとの意見があった。

10 魅力ある施設
空間構成

,

・民間収益施設で賑わいを創出するコンセプトや長崎市のブラ
ンド価値・魅力を高める隣接地である歩行者専用道路でのイ
ベント開催の検討が評価された。

・地元有力企業の社屋を誘致する等の提案内容については、地
元メディアというととから集客性は評価できるとの意見があ
つた。

Ⅱ

審査講評

MICE事業と

の連携・賑わい

創出の工夫

・民間収益施設に誘致する施設として、ショップやビジネスセ
ンター、サテライトスタジオ等の交流促進に寄与する提案が

評価された。
・事業内容が検討段階の部分があるため、具体化が必要である

との意見があった。

④地域貢献に係る項目

.凪CE 施設との連携として、レンタルオフィスやビジネスセン

ター等の設置が評価された。

・賑わい創出・市民邪」イ更性向上の相乗効果として、レンタカ
カーシェアと鉄道との連携や隣接地の歩行者専用道路で^.

の地元企業とタイアップしたイベント開催等の期待できる取
り組みが評価された。

・ⅦCE 施設とその他民間収益施設とは歩行者専用道路で分断さ
れおり、両施設の連携について、さらなる検討が必要との意
見があった。

項目番号,

姶

10

19

地域への効果を

高める取組み

評価項目

・ホテルプランド誘致による都市力の向上や、施設運営にかか
る雇用の創出・人材育成等について評価された。

・民間収益施設建設時における地元からの資金・資機材調達、
弁当や朝食メニューへの地元食材の活用とそれに伴う長崎の
食の魅力の発信等の提案が評価された。

・提案には数値による水準提示がなく定性的であるとの意見が
あった。

審査講評



』
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第6 総評

本事業に応募されたグループに対しては、提案期間が限られていたにもかかわらず、事業目的を

最大限達成しようとする提案をいただき、深く感謝申し上げたい。

審査会において、事業提案書に基づく書類審査及びプレゼンテーシ"ン・ヒアリングを踏まえ、

厳正な審査を行った結果、審査会は、選定されたグループの提案内容が、ⅥCE事業及び民間収益事

業のいずれも、本事業の目的を理解し、優れた提案であると評価した。今後の事業実施にあたって

は、長崎市と選定されたグループで綿密な協議・調整を行い、官と民が連携・協力し、一体となっ

て、本事業を円滑に実施されるととを期待したい。

最後に、本事業の事業者選定に至るまでに、多数の関係者等の協力があったものと思われる。そ

れらの方々の熱意に敬意を表し、本事業が順調に実施され、長崎市の更なる発展に寄与することを

願う。

(仮称)長崎市交流拠点施設整備

」

平成29年12月1日

運営事業受注者選定審査会

会長谷口博文

Ⅱ
即


